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研究成果の概要：医療面接について社会言語学的・語用論的な分析を行なった結果、相互行為

空間の形成の仕方や発話内容の修復などが明らかになった。言語学の分野から社会言語学とポ

ライトネス理論、発話行為論の知見を導入し、歯科医と SP（模擬患者）の意見を総合しなが

らコミュニケーションモデルを構築した。2006 年度から 3 回にわたって「医療コミュニケー

ション教育研究セミナー」を開催し、医療とコミュニケーションに関わる各々の研究者が研究

成果を持ち寄って知識と経験を共有することができた。
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１．研究開始当初の背景
医学・歯学の学士課程教育では、対人コミ

ュニケーション能力の開発を主体とするト
レーニングや態度教育が他の専門領域に比
べてすすみつつあるが、それぞれの教育機関
によって医療コミュニケーションならびに
態度の教育内容や教育手法、そして求められ
る学習成果のレベルはさまざまであり、水準
化にはほど遠い。そこで、患者本位の医療を
実践できる人材を育成していくために、学士
課程から卒後研修への一貫した医療コミュ
ニケーションや態度教育カリキュラムの構

築を目指し、日常のコミュニケーションと同
じ土台に立脚した医療コミュニケーション
分野の研究を進めていく必要がある。医療コ
ミュニケーションのメカニズムを解明する
ことは，言語研究に資するだけでなく、より
良い医療環境の実現と医学・歯学教育の分野
に寄与することが期待されている。

２．研究の目的
本研究では、言語学と歯学・医学が協働す

ることによってコミュニケーション研究の
新たな分野を開拓するとともに、医療教育の
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場と医療現場にその成果を還元していくこ
とを目的とする。本研究の柱となっているの
は、次の 3 つの課題である。
（１）OSCE の診療場面を分析すること
（２）歯学・医学教育カリキュラムを再検討
すること
（３）医療コミュニケーション教育研究セミ
ナーを開催し、学術的交流を行うこと

３．研究の方法
（１）臨床場面のデータを収集する。
研修歯科医を対象にして，模擬患者（SP：

専門的な訓練を受けて一般の患者と同じよ
うに振る舞うことのできる人）を相手に行わ
れる診療場面を記録する。記録する際には，
３台のビデオカメラを設置する。それぞれの
ビデオカメラを用いて，

①医師側の発話と行動
②患者側の発話と行動
③医師と患者の相互行為

を記録する。
（２）データを解析する。

収集されたデータを次のように解析する。
①語用論と談話分析の観点から「言語的特
徴」を解析。
②音声学の観点から「副言語的特徴」を解析。
③行動科学の観点から「非言語的特徴」を解
析。
（３）診療コミュニケーションモデルを構築
する。
（４）「医療コミュニケーション教育研究セ
ミナー」を開催し、研究成果を公表するとと
もに、研究者どうしの学術的な交流を図る。

４．研究成果
（１）医療面接の社会言語学的・語用論的な
分析を行なった結果、相互行為空間の形成の
仕方や発話内容の修復方法などが明らかに
なった。

（２）言語学の分野から、社会言語学とポラ
イトネス理論、発話行為論の知見を導入し、
臨床歯科医と模擬患者の意見を総合しなが
らコミュニケーションモデルを構築した。

（３）コミュニケーションモデルを基礎にし
た教授法を実践した。広島大学歯学部で開講
されている授業において、小川、高永、田口、
田中が、本研究の知見を活用しながら授業内
容を構成し実践した。

（４）2006 年度から 3回にわたって「医療コ
ミュニケーション教育研究セミナー」を開催
した。
研究によって得られた貴重な成果も、臨床

や教育の現場で役立たなければその価値は
半減してしまう。医療とコミュニケーション

に関わる各々の研究者が研究成果を持ち寄
って知識と経験を共有し合う場を築けたこ
とが、本研究の重要な成果である。
各回の医療コミュニケーション教育研究

セミナーの概要を以下にまとめてみよう。
①第１回医療コミュニケーション教育研

究セミナー
開催日：2007 年 2 月 15 日（木）
開催場所：広仁会館（広島大学霞キャンパス）
テーマ：「医療者に必要なコミュニケーショ
ン教育とその研究の方向性を探る」
－医療倫理と教育プログラム、教育技法、そ
して研究のあり方と動向―
形式：ワークショップ、講演、研究発表

②第２回医療コミュニケーション教育研究
セミナー
開催日：2007 年 12 月 15 日（土）・16 日（日）
開催場所：広島大学医学部基礎・社会医学棟
２Ｆセミナー室１、チュートリアル室１、２
（広島大学霞キャンパス）
テーマ：「コミュニケーションの中の医療コ
ミュニケーション」
形式：教育講演、研究発表
※「第 10 回日本コミュニケーション学会
（CAJ）中国四国支部大会」と共同開催。

③第３回医療コミュニケーション教育研究
セミナー
開催日：2008 年 11 月 29 日（土）・30 日（日）
開催場所：広島大学医学部基礎・社会医学棟
（広島大学霞キャンパス）
テーマ：「医療コミュニケーションと歯学教
育」
形式：模擬患者（SP）セッション、教育講演、
研究発表
※「第 11 回日本コミュニケーション学会
（CAJ）中国四国支部大会」と共同開催。
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